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Mylaxen により起ったと考えられる気管支痘撃について
矢吹敏子 
Hexafiuorenium bromide (Mylaxen)は Curare mgを静注して気管内挿管を行ったが， bagの抵抗
様作用の筋弛緩剤として合成されたが，その作用は 強く加圧呼吸はほとんどできない。気管支痘撃と考
弱く，かえって Plasma-cholinesteraseの作用を抑 え，導入 10分後 Neophyllin0.3 g静注。だんだん
制するため Succinylcholine chloride (S. C. C.) O 2が入るようになったが右肺野に Pfeifen あり。
の作用を増強するために用いられている。しかし 気道内の吸引をしながら約 20分間調節呼吸をした。 
Mylaxenは分子が大きく細胞膜の透過性が低いた 自発呼吸が出てきたので抜管し手術を延期した。以
め，細胞内 Cholinesterase K対する作用はほとん 後の経過は良好であった。
どなししたがって Muscarine作用はないと云う。 9月 15日再手術を行った。前日および当日に
と乙ろが Mylaxenによる気管支痘撃と思われる Predonin 2 mgずつ計4mg投与し，前投薬には導
症例を経験したので報告する。 入約 1時間前に Pyrethiazine25 mg，Pethidine 50 
I 症例: 小O保0，61才，男， 76 kg mg，Atropin 0.5 mgを用いた。麻酔は Thiamiral
病名: 左腎結石 sodium 300 mg，S. C. C. 60 mgで導入挿管したが
主訴:左側腹部泊痛，血尿 乙の際にも全身に発赤をみたが，気管支痘撃は起き
現病歴: 3年前左側腹部癌痛あり。時々発作あ ず以後の経過は順調で，無事に左腎切石術を終え
こ。tるも，発熱，排尿障害なし。 
既往歴: 昭和 34年胆石症のため胆嚢摘出術を施 III考察: Mylaxen rc.はほとんど Muscarine
行。この際 Thiamiral sodiumを使用したが異常 作用はないと云うが，それでも分泌物の増加を来す
なし。また Mylaxenは使用せず。その他特別な乙 事が多い。さらに Histamine遊離作用があり，気
とはないが四季を通じてかぜをひきやすく，疾がか 管支痘撃を起すと Lづ報告がある。乙の患者の場合 
らむ。 Dermography強陽性であり(水癒をつくる〉。家
家族歴 族歴などからみて惨出性体質であると考えられるの
母，妹2人:疾持ちでありかぶれやすい。 で，気管支痘撃の可能性が高い。しかし気管内挿管
子供 2人:皮ふを刺激すると強くはれる。 前lと加圧呼吸に抵抗を生ずるものに喉頭痘肇，
孫にも皮ふ炎をっくりやすい者が多い。 Breathholding等がある。この患者は筋弛緩剤であ
検査成績: X線にて結石の陰影をみる。血液， るS.C.C.を用いても回復しないので， Mylaxen ~乙
尿，心電図等特に異常をみない。 よる気管支痘撃と考えられる。術後 2%Mylaxen 
I 経過: 昭和 40年 9月3日腎結石摘出施行の による Patchtest，0.2% Mylaxen による皮内反
予定で麻酔を行った。前投薬は導入約 1時間前 応を生食水を対照として行った。 Patchtestは陰 
Pethidine 70 mg，Atropin 0.5 mg，麻酔導入は 性であった。皮内反応では生食水でも発赤したが， 
Thiamiral sodi um 350 mg静注で行い，その直後 30分後に消失したのは対し， Mylaxenでは 24時間 
Mylaxen 20 mgを静脈内に投与した。約3分後皮 続いた。 これ等のことより，この症例は Mylaxen
ふ民事麻疹様の発赤が現われ， mask による加圧人 によりひきおこされた気管支痘撃と考える。
工呼吸でほとんど O2が入らなくなった。 S.C.C.20 
